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北上市告示甲第63号 

 

 北上市ものづくり企業カーボンニュートラル補助金交付要綱を次のように定め、令

和４年４月１日から適用する。 

 

  令和４年６月15日 

北上市長 髙 橋 敏 彦       

 

北上市ものづくり企業カーボンニュートラル補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１ この告示は、温室効果ガス排出実質ゼロを目指す2050年カーボンニュートラル

の実現に向けて、脱炭素経営に取り組む市内ものづくり中小企業者に対し、予算の

範囲内で補助金を交付することについて、北上市補助金交付規則（平成３年北上市

規則第57号）及び北上市補助金交付要綱（平成３年北上市告示第16号）に定めるも

ののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２ この告示において、ものづくり中小企業者とは、中小企業基本法（昭和38年法

律第1 5 4号）第２条に定める中小企業者のうち、次に掲げる事業のいずれかを営む

ものをいう。 

(1) 製造業（統計法（平成19年法律第53号）第２条第９項に規定する統計基準であ

る日本標準産業分類（以下「日本標準産業分類」という。）において大分類Ｅに

分類される事業をいう。） 

(2) ソフトウェア業（日本標準産業分類において小分類3 9 1に分類される事業をい

う。） 

(3) 情報処理サービス業（日本標準産業分類において細分類3921に分類される事業

をいう。） 

(4) 機械設計業（日本標準産業分類において小分類7 4 3に分類される事業をいう。） 

(5) プラントエンジニアリング業（日本標準産業分類において細分類7499に分類さ

れる事業のうちプラントエンジニアリング業の事業をいう。） 

 （補助対象者） 

第３ 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、次の各号の

いずれにも該当するものとする。 

(1) 市内に事業所を有するものづくり中小企業者であること。 

(2) 納期の到来している市税を滞納していない者であること。 

(3) 代表者及び役員が北上市暴力団排除条例（平成27年北上市条例第28号）第２条
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第２号に規定する暴力団員でない者であり、かつ、それらと密接な関係を有しな

い者であること。 

（補助対象事業） 

第４ 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、次に掲

げる事業とする。 

(1) 脱炭素経営の実現のために専門家が実施する現状分析若しくは課題把握を目的

とした診断の受診又は専門家から支援を受けて行う脱炭素化促進計画等の策定 

(2) 一般財団法人省エネルギーセンターによる省エネ最適化診断又は省エネお助け

隊（経済産業省の地域プラットフォーム構築事業で採択された省エネルギー支援

団体をいう。）による診断の受診 

(3) 役員又は従業員を対象とした脱炭素経営に関する研修 

 （補助対象経費） 

第５ 補助の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、補助対象事業に

係る経費（振込手数料その他の間接経費及び公租公課を除く。）の全額とする。た

だし、第８の規定による補助金の交付決定の通知をした日の属する年度内に補助対

象事業が完了するものに限る。 

２ 前項の規定にかかわらず、補助対象者が、補助対象事業について、国、地方公共

団体その他の機関から補助金を受けている場合は、その金額を控除した額を補助対

象経費とする。 

 （補助金の額） 

第６ 補助金の額は、次の各号に掲げる補助対象事業に応じ、当該各号に定める額（

その額に1 , 0 0 0円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）とする。 

(1) 第４第１号に定める事業 補助対象経費の２分の１以内の額。ただし、50 万円

を上限とする。 

(2) 第４第２号に定める事業 補助対象経費の全額。ただし、２万円を上限とする。 

(3) 第４第３号に定める事業 補助対象経費の２分の１以内の額。ただし、10万円

を上限とする。 

 （交付の申請） 

第７ 補助金の交付を受けようとする補助対象者（以下「申請者」という。）は、市

長が別に定める日までに北上市ものづくり企業カーボンニュートラル補助金交付申

請書（別記様式）に次に掲げる書類を添えて、市長に申請しなければならない。 

(1) 納期の到来している市税を滞納していないことを証明する書類 

(2) その他市長が必要と認める書類 

 （交付の決定） 

第８ 市長は、第７の規定による申請があったときは、その内容を審査し、適当と認

めたときは補助金交付決定通知書により、不適当と認めたときはその旨を、申請者
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に通知するものとする。 

（補助金の請求） 

第９ 第８の規定による交付決定の通知を受けた申請者は、補助対象事業が完了した

ときは市長が別に定める日までに、補助金交付請求書に次に掲げる書類を添えて、

市長に請求しなければならない。 

 (1) 補助対象経費の支払いを証明する書類 

 (2) その他市長が必要と認める書類 

（補助金の交付） 

第10 市長は、第９の規定による請求があったときは、その内容を審査し、適当と認

めたときは、補助金を交付するものとする。 

（補助金交付の実施期間） 

第11 この告示による補助金の交付を実施する期間は、令和４年４月１日から令和７

年３月31日までとする。 

 （補則） 

第12 この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 
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別記様式（第７関係） 

 年 月 日  

 北上市長 様 

住所又は所在地 

                     氏名又は名称及び 

                     代表者氏名 

 

北上市ものづくり企業カーボンニュートラル補助金交付申請書 

 

 北上市ものづくり企業カーボンニュートラル補助金の交付を受けたいので、北上市

ものづくり企業カーボンニュートラル補助金交付要綱第７の規定により、関係書類を

添えて、次のとおり申請します。 

 

１ 申請者概要 

資本金又は出資の総額

（法人の場合） 

円 

常時使用する従業員数 人 

市内事業所の所在地  

日本産業分類における 

該当する産業分類 

□大分類Ｅ 製造業（中分類：          ） 

□小分類3 9 1 ソフトウェア業 

□細分類3921 情報処理サービス業 

□小分類7 4 3 機械設計業 

□細分類7499 プラントエンジニアリング業 

※該当する産業分類の□に✓を記入してください。 

担当者連絡先 

 所属・氏名  

電話  

電子メール  

 

２ 補助金の交付申請額 

補助対象経費の合計（税抜） 申請額 

円 円 
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３ 事業の区分（□に✓を記入してください。） 

□ 脱炭素経営の実現のために専門家が実施する現状分析若しくは課題把握を目的

とした診断の受診又は専門家から支援を受けて行う脱炭素化促進計画等の策定 

□ 一般財団法人省エネルギーセンター又は省エネお助け隊による診断の受診 

□ 役員又は従業員を対象とした脱炭素経営に関する研修 

 

４ 事業の内容及び経費の配分 

事業の内容 事業に要する経費 

（税込みの額） 

補助対象経費 

（税抜きの額） 

   

   

   

合計   

（注）内容欄には委託先、実施時期等の詳細な事業内容を記載すること。 

 

５ 他の補助金の活用の有無 

他の補助金の活用（いずれかに☑） □有   □無 

「有」の場合、補助金名や事業内容  

 

６ 事業完了（予定）年月日      年   月   日 

 

７ 誓約事項（□に✓を記入してください。） 

□ 代表者及び役員が北上市暴力団排除条例（平成27年北上市条例第28号）第２条

第２号に規定する暴力団員ではないこと及びそれらと密接な関係を有しないこと

に、相違ありません。 

 

 

添付書類 

 


